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(57)【要約】
【課題】移動通信環境リアルタイム及び非リアルタイム
伝送混在シナリオのためのＤＲＸ／ＤＴＸ構成を提供す
るためのシステムであり、特に、特に３ＧＰＰネットワ
ークに適用することができる。
【解決手段】本発明に係るＤＲＸ／ＤＴＸ構成は、リア
ルタイムＶｏＩＰデータをアクティブ期間から無音期間
に切り替える間に、ＤＲＸ／ＤＴＸ間隔を同じ時間に保
持することを含む。更に、ＤＲＸ／ＤＴＸ設定は、非リ
アルタイムサービスのためのパケットがリアルタイムサ
ービスのためのパケットに後続して送信／受信されるよ
うに、移動デバイスのための送信時間及び／又は受信時
間をスケジュールする。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワークの移動通信デバイスによって実行される方法であって、該方法は、
　前記移動通信デバイスが前記通信ネットワークとデータを通信できるようにするために
、資源の割当てを規定する割当てデータとして、リアルタイムサービス及び非リアルタイ
ムサービスの両方のための資源の割当てを規定する割当てデータを受信し、
　ｉ）前記移動通信デバイスが前記通信ネットワークとデータを通信することができるオ
ン期間の持続時間を規定する持続時間データ、及びｉｉ）隣接するオン期間の間隔を規定
する間隔データ を含む、ＤＲＸ及び／又はＤＴＸパターン（以後ＤＲＸ／ＤＴＸパター
ンと記載）を格納すると共に、
　前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターンを使用して、前記移動通信デバイスが内蔵する回路の省電
力化を図る時間を制御し、
　非リアルタイムデータをリアルタイムデータと同じオン期間において前記リアルタイム
データに続けて通信する　
こと、を含む、方法。
【請求項２】
　各オン期間が非リアルタイムデータ及びリアルタイムデータを含むように、前記ＤＲＸ
／ＤＴＸパターン及び前記割り当てられた資源を用いて、前記通信ネットワークとのデー
タ通信を制御する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信ネットワークから、前記オン期間の前記持続時間の変化をシグナリングするデ
ータを受信し、前記ネットワークと前記移動通信デバイスとの間で通信されるトラフィッ
クの量の変化に対応することをさらに含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記通信ネットワークから、オン期間とオン期間との間の前記間隔の変化をシグナリン
グするデータを受信し、前記通信ネットワークと前記移動通信デバイスとの間で通信され
るトラフィックの量の変化に対応することをさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項５】
　前記資源の割当てを規定する割当てデータは、リアルタイムデータのための周期的な通
信機会を規定する、請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記リアルタイムサービスはアクティブ期間及び無音期間を含み、前記リアルタイムデ
ータのための前記周期的な通信機会の頻度は、前記無音期間よりも前記アクティブ期間中
に高い、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、前記リアルタイムサービスが前記アクティブモードに
あるか、又は前記無音モードにあるかとは無関係である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記無音期間中に、前記オン期間のうちの１つ又は複数が非リアルタイムデータを含む
が、リアルタイムデータを含まないように、前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターン及び前記割り当
てられた資源を用いて、前記通信ネットワークとのデータ通信を制御する、請求項６又は
７に記載の方法。
【請求項９】
　前記無音期間中に、前記移動通信デバイスが、前記オン期間のうちの前記１つ又は複数
の少なくとも１つのフレームにわたって前記通信ネットワークとデータを通信しないよう
に、前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターン及び前記割り当てられた資源を用いて、前記通信ネット
ワークとのデータ通信を制御する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記オン期間の空き時間中に、前記通信ネットワークからの信号の１回又は複数回の信



(3) JP 2012-191663 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

号測定を行なうことをさらに含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記間隔データでは、前記間隔を、隣接するオン期間の開始の間で規定する、請求項１
～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　通信ネットワークの通信ノードによって実行される方法であって、該方法は、
　ｉ）移動デバイスが前記通信ノードとデータを通信することができるオン期間の持続時
間を規定する持続時間データと、ｉｉ）隣接するオン期間の間隔を規定する間隔データと
を含む、該移動通信デバイスのためのＤＲＸ／ＤＴＸパターンを格納し、
　要求されるリアルタイムサービス及び要求される非リアルタイムサービスに従って、且
つ前記格納されたＤＲＸ／ＤＴＸパターンに従って、前記移動通信デバイスのための割当
てデータとして、前記移動通信デバイスが自通信ノードとデータを通信できるようにする
、該リアルタイムサービス及び該非リアルタイムサービスの両方のための資源の割当てを
規定する割当てデータを生成し、
　非リアルタイムデータをリアルタイムデータと同じオン期間において前記リアルタイム
データの後に受信する
ことを含む、方法。
【請求項１３】
　各オン期間が非リアルタイムデータ及びリアルタイムデータを含むように、前記通信ネ
ットワークとのデータ通信を制御するための前記割り当てられた資源を用いることを含む
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記移動通信デバイスに、前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターンの前記オン期間の前記持続時間
の変化をシグナリングして、前記通信ノードと前記移動通信デバイスとの間で通信される
トラフィックの量の変化に対応することをさらに含む、請求項１２又は１３に記載の方法
。
【請求項１５】
　前記移動通信デバイスに、前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターンのオン期間とオン期間との間の
前記間隔の変化をシグナリングして、前記通信ノードと前記移動通信デバイスとの間で通
信されるトラフィックの量の変化に対応することをさらに含む、請求項１２～１４のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記生成するステップは、リアルタイムデータのための周期的な通信機会を規定する資
源データを生成する、請求項１２～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記リアルタイムサービスはアクティブ期間及び無音期間を含み、前記生成するステッ
プは、前記リアルタイムデータのための前記周期的な通信機会の頻度が前記無音期間より
も前記アクティブ期間中に高いような資源データを生成する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記移動通信デバイスのための前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、前記リアルタイムサー
ビスが前記アクティブモードにあるか、又は前記無音モードにあるかとは無関係である、
請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記無音期間中に、前記オン期間のうちの１つ又は複数が非リアルタイムデータを含む
が、リアルタイムデータを含まないように、前記通信ノードと前記移動通信デバイスとの
間のデータ通信を制御するための前記割り当てられた資源を用いる、請求項１７又は１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記無音期間中に、前記移動通信デバイスが、前記オン期間のうちの前記１つ又は複数
の少なくとも１つのフレームにわたって前記通信ネットワークとデータを通信しないよう
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に、前記通信ネットワークと前記移動通信デバイスとのデータ通信を制御するために、前
記割り当てられた資源が使用される、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　自移動通信デバイスを、通信ネットワークとデータを通信できるようにするために、資
源の割当てを規定する割当てデータとして、リアルタイムサービス及び非リアルタイムサ
ービスの両方のための資源の割当てを規定した割当てデータを受信する手段と、
　ｉ）自移動通信デバイスが前記通信ネットワークとデータを通信することができるオン
期間の持続時間を規定する持続時間データ、及びｉｉ）隣接するオン期間の間隔を規定す
る間隔データ を含む、ＤＲＸ／ＤＴＸパターンを格納するメモリと、
　内蔵する回路の省電力化を図る時間を制御するために、前記ＤＲＸ／ＤＴＸパターンを
用いる手段と、
　非リアルタイムデータをリアルタイムデータと同じオン期間において そのリアルタイ
ムデータに続けて通信する手段と、
を備える、移動通信デバイス。
【請求項２２】
　ｉ）移動通信デバイスが通信ノードとデータを通信することができるオン期間の持続時
間を規定する持続時間データと、ｉｉ）隣接するオン期間の間隔を規定する間隔データと
を含む、前記移動通信デバイスのためのＤＲＸ／ＤＴＸパターンを格納するメモリと、
　要求されるリアルタイムサービス及び要求される非リアルタイムサービスに従って、且
つ前記格納されたＤＲＸ／ＤＴＸパターンに従って、前記移動通信デバイスのための割当
てデータとして、前記移動通信デバイスが該通信ノードとデータ通信できるようにするた
めに、該リアルタイムサービス及び該非リアルタイムサービスの両方のための資源の割当
てを規定する割当てデータを生成する手段と、
　非リアルタイムデータをリアルタイムデータと同じオン期間において そのリアルタイ
ムデータの後に受信する手段と、
を含む、通信ノード。
【請求項２３】
　プログラム可能なコンピュータデバイスに請求項１～２０のいずれか一項に記載の方法
を実行させるためのコンピュータプログラム。
【請求項２４】
　前記信号測定は、周波数間及び／又はＲＡＴ間測定を含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項２５】
　前記割当てデータは、リアルタイムデータのための周期的な通信機会を規定し、前記リ
アルタイムデータが送信のためにスケジュールされるオン期間中に制御シグナリングを送
信することをさらに含む、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信ネットワーク、限定はしないが、特に３ＧＰＰ標準規格、又はその
均等的若しくは派生的な規格に従って動作するネットワークに関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信ネットワークでは、ユーザ装置（ＵＥ）がネットワークに接続されると（ＲＲ
Ｃ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態）、ユーザ装置は不連続な期間にデータを受信及び／又は送
信できるように設定され、その期間の長さ及び頻度（frequency：周波数）は基地局（ｅ
ＮｏｄｅＢ）によって制御される。この不連続な受信／送信はＤＲＸ／ＤＴＸと呼ばれ、
基地局との間でデータを受信及び／又は送信しない期間中、ユーザ装置（ＵＥ）はそのト
ランシーバ回路をオフにすることができ、それにより消費電力を低減できる。さらに、Ｕ
Ｅがデータを受信するようにスケジュールされていない期間中に、何回かの信号強度測定
を実行して、ネットワークが、周波数間（たとえば、異なる周波数において動作している
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セル間の）ハンドオーバ、又はネットワーク間（ＲＡＴ）（たとえば、ＵＭＴＳからＧＳ
Ｍ（登録商標）への）ハンドオーバを行なうのを支援することも要求されている。それゆ
え、ＵＥが最大限に電力を節約し、且つＵＥが上記の測定を行なうのに十分な空き時間を
利用することができるようなＤＲＸ／ＤＴＸスケジュール又はパターンを有するようにＵ
Ｅを設定しておく必要がある。
【０００３】
　ＲＡＮ２＃５８中に、ウエブブラウジング、ＦＴＰ等の非リアルタイム（ＮＲＴ）サー
ビスのためのＤＲＸの取り扱いに関していくつかの合意がなされた。合意されたＮＲＴ　
ＤＲＸの取り扱いは、ＵＥが基地局からデータを受信することができる周期的な一定持続
時間の受信窓を用意することを含んでいる。オン持続時間中に、ＵＥは、資源割当ての可
能性に関して、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルをモニタするように設定されている。オフ持続時
間中に、ＵＥはＬ１／Ｌ２制御チャネルをモニタする必要はなく、受信機回路をオフにす
ることができ、必要に応じて、周波数間／ＲＡＴ間測定を実行することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記これまでの複数の合意では、ＶｏＩＰのようなリアルタイム（ＲＴ
）サービス、及び混在トラフィック（ＮＲＴ及びＲＴ）のシナリオの取り扱いを考慮に入
れていない。
　本発明は、ＲＴ及び混在サービスのシナリオの場合のＤＲＸ／ＤＴＸスケジューリング
のためのいくつかのオプションを提供するのに適している。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様によれば、本発明は、通信ネットワークの移動通信デバイスによって実行される
方法であって、該方法は、リアルタイムサービス及び非リアルタイムサービスの両方のた
めの資源の割当てを規定する割当てデータを受信すること、ｉ）移動通信デバイスが通信
ネットワークとデータを通信することができるオン期間の持続時間を規定する持続時間デ
ータ、及びｉｉ）隣接するオン期間の間隔を規定する間隔データを含む、ＤＲＸ／ＤＴＸ
パターンを格納すること、移動通信デバイスが内蔵する回路の消費電源を所要に削減する
ことができる時間を制御するために、ＤＲＸ／ＤＴＸパターンを用いること、及び、ｉ）
非リアルタイムデータ及びリアルタイムデータが異なるオン期間において通信されるか、
又はｉｉ）非リアルタイムデータがリアルタイムデータと同じオン期間において通信され
るように、上記ＤＲＸ／ＤＴＸパターン及び割り当てられた資源を用いて、通信ネットワ
ークとのデータ通信を制御することを含む、方法を提供する。
【０００６】
　ＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、ＤＲＸパターンだけでも良いし、ＤＴＸパターンだけでも
良いし、或いは、ＤＲＸ及びＤＴＸの両方に共通のパターンでも良い。
【０００７】
　一実施の形態では、オン期間毎の開始時間は一定であるのに対して、各オン期間の持続
時間は、トラフィックアクティビティレベルの関数として設定される。
【０００８】
　一実施の形態では、ＤＲＸ／ＤＴＸパターン及び割り当てられた資源は、非リアルタイ
ムデータがリアルタイムデータと同じオン期間において、好ましくはリアルタイムデータ
の直後（immediately after）に通信されるようなものである。別の実施の形態では、割
り当てられた資源は、各オン期間が非リアルタイムデータ及びリアルタイムデータを含む
ように、通信ネットワークとのデータ通信を制御するように用いられる。
【０００９】
　ＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、たとえば、変化する非リアルタイムトラフィック量を考慮
に入れるために、上記通信ネットワークによって変更される場合がある。これは、オン期
間の持続時間を変更することによって、及び／又はオン期間とオン期間との間の間隔（in
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terval）を変更することによって達成できる。
【００１０】
　好ましくは、資源データは、リアルタイムデータのための周期的な通信機会を規定する
。リアルタイムデータサービスがアクティブ期間及び無音期間を含む場合、アクティブ期
間のための周期的な通信機会の頻度は、無音期間よりも高い。好ましい一実施の形態では
、ＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、リアルタイムデータサービスがアクティブモードにあるか
、又は無音モードにあるかとは無関係であるが、通信されるべき非リアルタイムデータの
量に応じて変化し得る。
【００１１】
　オン期間とオン期間との間において、移動通信デバイスは、通信ネットワークからの信
号の１又は複数回の信号測定を行なうことが好ましい。これらの測定値は、周波数間ハン
ドオーバ又はＲＡＴ間ハンドオーバを制御するために用いることができる。
【００１２】
　間隔データは、隣接するオン期間の各開始の間隔 又は隣接するオン期間の間の空き時
間を規定することができる。
【００１３】
　本発明はまた、通信ネットワークのノードによって実行される方法であって、該方法は
、移動通信デバイスのためのＤＲＸ／ＤＴＸパターンとして、ｉ）該移動通信デバイスが
通信ノードとデータを通信することができるオン期間の持続時間を規定する持続時間デー
タと、ｉｉ）隣接するオン期間の間隔を規定する間隔データとを含むＤＲＸ／ＤＴＸパタ
ーンを格納すること、要求されるリアルタイムサービス及び要求される非リアルタイムサ
ービスに従って、且つ格納されたＤＲＸ／ＤＴＸパターンに従って、移動通信デバイスの
ための割当てデータを生成すること、及び、前記移動通信デバイスと自ノードとの間のデ
ータ通信を制御するために、ｉ）非リアルタイムデータ及びリアルタイムデータが異なる
オン期間において通信され、該非リアルタイムデータは、該リアルタームデータが通信さ
れる２つのオン期間の間の１つ又は複数のオン期間内に通信されるか、又はｉｉ）非リア
ルタイムデータがリアルタイムデータと同じオン期間において通信されるように、ＤＲＸ
／ＤＴＸパターンと共に用いるための割当てデータを前記移動通信デバイスに送信するこ
とを含む、方法を提供する。
【００１４】
　一実施の形態では、生成される割当てデータは、非リアルタイムデータがリアルタイム
データと同じオン期間において、好ましくは該リアルタイムデータに続けて通信されるよ
うに、移動通信デバイスとのデータ通信を制御する。代替的には、割り当てられた資源が
、各オン期間が非リアルタイムデータ及びリアルタイムデータを含むように、通信ネット
ワークとのデータ通信を制御することができる。
【００１５】
　好ましくは、本方法は、ノードと移動通信デバイスとの間で通信されるトラフィックの
量の変化に対応するために、移動通信デバイスに、ＤＲＸ／ＤＴＸパターンの上記オン期
間の持続時間、又は隣接するオン期間の間の間隔の接続時間の変化をシグナリングするこ
とを含む。
【００１６】
　一実施の形態では、生成するステップは、リアルタイムデータのための周期的な通信機
会を規定する資源データを生成する。リアルタイムデータサービスがアクティブ期間及び
無音期間を含む場合、生成される資源は、上記リアルタイムデータのための周期的な通信
機会の頻度が無音期間よりもアクティブ期間中に高いようなものである。移動通信デバイ
スのためのＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、好ましくは、リアルタイムデータサービスがアク
ティブモードにあるか又は無音モードにあるかとは無関係である。
【００１７】
　好ましい一実施の形態では、無音期間中に、移動通信デバイスが、オン期間のうちの１
つ又は複数のオン期間の少なくとも１つのフレームにわたって通信ネットワークとデータ
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を通信しないように、割り当てられた資源を用いて、通信ネットワークと移動通信デバイ
スとの間のデータ通信を制御する。
【００１８】
　当業者が効率的に理解できるようにするために、本発明は３Ｇシステムとの関連におい
て詳細に説明するが、ＤＲＸ／ＤＴＸスケジューリングの原理は、他のシステム、たとえ
ば、移動デバイス又はユーザ装置（ＵＥ）がいくつかの他のデバイス（ｅＮｏｄｅＢに相
当する）のうちの１つと通信し、システムの対応する構成要素が必要に応じて変更される
ような、他のＣＤＭＡ又は無線システムにも適用することができる。
【００１９】
　本発明は、開示される全ての方法の場合に、対応する装置において実行するための対応
するコンピュータプログラム又はコンピュータプログラムプロダクト、装置自体（ユーザ
装置（ＵＥ）、ノード又はその構成コンポーネント）、及び装置を更新する方法を提供す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態を適用することができるタイプの移動通信システムを示す概略
図である。
【図２】図１に示されるシステムの一部を形成する基地局を示す概略図である。
【図３】図１に示されるシステムの一部を形成する移動通信デバイスを示す概略図である
。
【図４】図１に示される移動通信デバイス及び基地局において用いられるプロトコルスタ
ックの３つの層を示す図である。
【図５】リアルタイムＶｏＩＰサービスのアクティブ期間中に移動通信デバイスにおいて
用いられるＤＲＸ／ＤＴＸパターンを示す図である。
【図６ａ】リアルタイムＶｏＩＰサービスのアクティブ部分中の混在（リアルタイム及び
非リアルタイム）サービスのシナリオのための第１のＤＲＸ／ＤＴＸオプションを示す図
である。
【図６ｂ】混在（リアルタイム及び非リアルタイム）サービスのシナリオのための第２の
ＤＲＸ／ＤＴＸオプションを示す図である。
【図７ａ】図６ｂにおいて示されるＤＲＸ／ＤＴＸオプションのためのオン持続時間が、
非リアルタイムトラフィックの量に応じて変化する方法を示す図である。
【図７ｂ】図６ｂにおいて示されるＤＲＸ／ＤＴＸオプションのためのオン持続時間が、
非リアルタイムトラフィックの量に応じて変化する方法を示す図である。
【図８ａ】１つの長い期間にわたってスケジュールされるリアルタイムアクティブＶｏＩ
Ｐサービス及び非リアルタイムサービスのためのＤＲＸ／ＤＴＸスケジュールを示す図で
ある。
【図８ｂ】図８ａに示されるものと同じ期間にわたる無音期間及び非リアルタイムトラフ
ィック中のリアルタイムＶｏＩＰサービスのためのＤＲＸ／ＤＴＸスケジュールに対する
第１の代替形態を示す図である。
【図８ｃ】図８ａに示されるものと同じ期間にわたる無音期間及び非リアルタイムトラフ
ィック中のリアルタイムＶｏＩＰサービスのためのＤＲＸ／ＤＴＸスケジュールに対する
第２の代替形態を示す図である。
【図８ｄ】図８ａに示されるものと同じ期間にわたる無音期間及び非リアルタイムトラフ
ィック中のリアルタイムＶｏＩＰサービスのためのＤＲＸ／ＤＴＸスケジュールに対する
第３の代替形態を示す図である。
【図９】ＲＡＮ２＃５８において合意されたＮＲＴ－ＤＲＸの取り扱いを示す図である。
【図１０】リアルタイムＶｏＩＰサービスのためのオン持続時間とＤＲＸ間隔との間の関
係を示す図である。
【図１１】ＮＲＴサービスがスケジュールされるときにＤＲＸ機構を構成するための２つ
の取り得るオプションを示す図である。
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【図１２】ＮＲＴデータを増やすための２つの取り得るオプションを示す図である。
【図１３】ＶｏＩＰトラフィックが有音期間から無音期間に切り替わるときのＤＲＸ構成
のための種々のオプションを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
概説
　図１は、移動（セルラー）通信システム１を概略的に示している。該システムにおいて
、移動電話（ＭＴ）３－０、３－１及び３－２のユーザは、基地局５－１又は５－２のう
ちの１つ及び電話網７を介して、他のユーザ（図示せず）と通信することができる。移動
電話３と基地局５間の無線リンクにおける複数のアップリンク及びダウンリンク通信資源
（サブキャリア、タイムスロット等）が利用できる。この実施形態において、移動電話３
に送信されるデータの量に応じて、基地局５は、各移動電話３にダウンリンク資源を割り
当てる。同様に、移動電話３が基地局５に送信しなければならないデータの量及びタイプ
に応じて、基地局５は、各移動電話３にアップリンク資源を割り当てる。
【００２２】
　移動電話３が電力を節約するために、各移動電話３は、ＤＲＸ／ＤＴＸパターンによっ
て規定される所定の期間中にのみそのデータを受信及び送信するように、前以て、及び／
又は基地局５によって設定、構成される。それらの期間の間では、移動電話３は、電池残
量を節約するために、そのトランシーバ回路の電源の省電力化が可能である。「オン持続
時間」の間に、移動電話３が適当な周波数間／ＲＡＴ間測定を行なうことができる空き時
間も確保しながら、リアルタイム及び非リアルタイム両方のサービスを可能にするＤＲＸ
／ＤＴＸパターンのための種々のオプションを以下で検討する。
【００２３】
基地局
　図２は、この実施形態において用いられる基地局５のそれぞれの主な構成要素を示すブ
ロック図である。図に示されるように、各基地局５はトランシーバ回路２１を備えており
、該トランシーバ回路は、１つ又は複数のアンテナ２３を介して移動電話３に対し信号を
送受信するように動作することができ、且つ、ネットワークインターフェース２５を介し
て電話網７に対し信号を送受信するように動作することができる。コントローラ２７が、
メモリ２９に格納されるソフトウエアに従って、トランシーバ回路２１の動作を制御する
。そのソフトウエアは、中でも、オペレーティングシステム３１、資源割当てモジュール
３３及びスケジューラ３５を含む。資源割当てモジュール３３は、各移動電話３に、アッ
プリンク及びダウンリンク通信のための上記の通信資源を割り当てるように動作すること
ができ、スケジューラ３５は、割り当てられた資源に基づいて、各移動電話３へのダウン
リンクデータの送信、及び移動電話３のためのアップリンク送信機会をスケジュールする
。スケジューラ３５は、移動電話３のためのＤＲＸ／ＤＴＸパターン又はスケジュールに
従ってダウンリンクデータの送信、及び移動電話３のための送信機会をスケジュールし、
そのパターン又はスケジュールは、移動電話３にシグナリングされるか、又は移動電話３
によって認識される。ＤＲＸ／ＤＴＸパターンが、通信される非リアルタイムデータの量
に対して十分な資源をカバーしない場合には、基地局５は、移動電話３にそのＤＲＸ／Ｄ
ＴＸパターンを変更するようにシグナリングする。
　当業者であれば理解できるように、移動電話３毎に異なるＤＲＸスケジュール及びＤＴ
Ｘスケジュールを規定することができるが、以下では、各移動電話３に対して共通のＤＲ
Ｘ／ＤＴＸパターンが規定されるものと仮定して説明する。この共通のＤＲＸ／ＤＴＸパ
ターンは、移動電話３のためのＤＲＸ／ＤＴＸ期間の「オン持続時間」及びそれらの繰返
し周波数（ＤＲＸ／ＤＴＸサイクル）を規定する。
【００２４】
移動電話
　図３は、図１に示される移動電話３のそれぞれの主な構成要素を示すブロック図である
。図に示されるように、移動電話３は、１つ又は複数のアンテナ７３を介して基地局５に
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対し信号を送受信するように動作することができるトランシーバ回路７１を備える。図に
示されるように、移動電話３はコントローラ７５も備えており、該コントローラは、移動
電話３の動作を制御し、且つトランシーバ回路７１に接続され、スピーカ７７、マイクロ
フォン７９、ディスプレイ８１及びキーパッド８３に接続されている。コントローラ７５
は、メモリ８５内に格納されるソフトウエア命令に従って動作する。図に示されるように
、これらのソフトウエア命令は、中でも、オペレーティングシステム８７、アップリンク
スケジューラ８９、信号測定モジュール９０及び電力制御モジュール９１を含む。アップ
リンクスケジューラ８９は、そのアップリンク送信のために基地局５によって移動電話３
に割り当てられる資源に従って、アップリンクデータの送信をスケジュールする役割を担
い、信号測定モジュール９０は、基地局５に対して周波数間及びＲＡＴ間信号測定を行な
う役割を担い、電力制御モジュールは、ＤＲＸ／ＤＴＸオフ期間中にトランシーバ回路７
１の省電力を図る役割を担う。
【００２５】
　理解するのを容易にするために、上記の説明では、基地局５及び移動電話３は、（資源
割当てモジュール、スケジューラモジュール、電力制御モジュール及び信号測定モジュー
ルのような）いくつかの個別のモジュールを有するものとして説明される。たとえば、既
存のシステムが本発明を実施するように変更されている特定のアプリケーションに対して
、このようにこれらのモジュールが提供される場合があるが、他のアプリケーション、た
とえば、最初から本発明の特徴を念頭において設計されたシステムでは、これらのモジュ
ールは、オペレーティングシステム又はコード全体の中に組み込むことができるので、こ
れらのモジュールは個別のエンティティとして区別することができない場合がある。
【００２６】
プロトコル
　図４は、移動電話３及び基地局５において用いられるプロトコルスタックの一部（下位
の３つの層）を示す。最初の層は物理層（Ｌ１）であり、無線通信チャネルを介してデー
タを実際に送信する役割を担う。その上には第２の層（Ｌ２）があり、Ｌ２は３つの副層
、すなわち、無線インタフェースへのアクセスを制御する役割を担う媒体アクセス制御層
（Ｌ２／ＭＡＣ）と、必要に応じて、データパケットの連結及びセグメント化、パケット
のＡＣＫ、並びにデータパケットの再送の役割を担う外部（Ｏｕｔｅｒ）ＡＲＱ層（Ｌ２
／ＯＡＲＱ）と、ヘッダ圧縮及び暗号化の役割を担うＰＤＣＰ層（Ｌ２／ＰＤＣＰ）とに
分割されている。第２の層上には、基地局５と移動電話３との間の無線インタフェースに
おいて用いられる無線資源を制御する役割を担う無線資源制御（ＲＲＣ）層（Ｌ３／ＲＲ
Ｃ）がある。図に示されるように、Ｌ２／外部ＡＲＱ層は、Ｃプレーンデータ及びＵプレ
ーンデータの送信を管理するために用いられる複数の外部ＡＲＱエンティティ９５を含み
、Ｌ２／ＰＤＣＰ層は、Ｃプレーン及びＵプレーンデータを処理するために用いられるＰ
ＤＣＰエンティティ９７を含む。
【００２７】
　図４は、送信されるデータの各データ源に割り当てられる無線ベアラ９８も示す。いく
つかのソフトウエアアプリケーションが、同時に動作していることがあり、各アプリケー
ションがデータを送信及び／又は受信していることがある。それぞれの無線ベアラは、各
タスクに関連付けられることになり、いくつかの無線ベアラは、他の無線ベアラよりも高
い優先度を割り当てられる。たとえば、リアルタイムサービスに割り当てられる無線ベア
ラは、非リアルタイムサービスに割り当てられる無線ベアラよりも高い優先度を割り当て
られる。アップリンクのために基地局５によって割り当てられる通信資源は、その割り当
てられる優先度及びデータ速度に応じて、無線ベアラ９８間で共有される。ＲＲＣ層９６
は、無線ベアラ９８毎にデータ速度及び優先度を設定する。その後、アップリンクスケジ
ューラ８９は、ＲＲＣ層９６によって無線ベアラに割り当てられたデータ速度及び優先度
に基づいて、各無線ベアラ９８のデータパケットの送信のためのスケジューリングを制御
する。
【００２８】
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　通常、ＭＡＣ層はスケジューラ３５を制御し、ＲＲＣ／ＭＡＣ層は、移動電話３のため
のトラフィックレベルの変化に対応するために必要に応じて用いられる、ＤＲＸ／ＤＴＸ
パターンの変更を制御する。しかしながら、これらの動作はいずれも、同じ層又はエンテ
ィティによって実行されてもよい。移動電話３のためのＤＲＸ／ＤＴＸパターンは、設定
された数の取り得るパターンのうちの１つとすることができ、基地局５は単に、使用すべ
き適当なパターンを（暗示的に、又は明示的に）いつでもシグナリングする。代替的には
、基地局５は、通信される現在のトラフィック量に応じて、オン持続時間及び／又はＤＲ
Ｘ間隔を動的に変更することができる。
【００２９】
リアルタイムサービスのためのＤＲＸ／ＤＴＸ
　一般に、ＲＴサービスのための資源割当ては、「パーシステントスケジューリング」を
通じて行なわれることがＲＡＮ２において合意されている。パーシステントスケジューリ
ングでは、ＲＴパケットを最初に送信するための資源は予め割り当てられており、再送が
Ｌ１／Ｌ２制御シグナリングを用いて明示的にスケジュールされる。ＵＥは、アップリン
グ又はダウンリンク（ＵＬ／ＤＬ）の所定の資源を割り当てられるときにはいつでも、両
方向のＬ１／Ｌ２制御シグナリングを調べて、任意の新たな割当てが指示されるか否かを
確認することもＲＡＮ２において一般に理解されている。
【００３０】
　たとえば、ＶｏＩＰサービスの場合、有音期間中に持続的に割り当てられる資源は、基
地局スケジューラ３５によって、２０ｍｓだけ離れて割り当てられるべきである。これが
図５に示されており、図５は、持続的にスケジュールされる資源１０１ｔが２０ｍｓだけ
離れて与えられることを示す。それゆえ、スケジューラ３５は、このＶＯＩＰサービスの
ためのＤＲＸ間隔を２０ｍｓになるように設定する。この場合、移動電話３は、そのトラ
ンシーバ回路を「起動し」、「オン持続時間」１０３及び任意の起こり得る再送中にＶｏ
ＩＰパケットを送信／受信し、その後、次の「オン持続時間」まで、トランシーバ回路の
パワーダウンを図る。この「オン持続時間」中に、任意の制御シグナリングも伝送される
。これにより、ＲＲＣ／ＭＡＣシグナリングが２０ｍｓを超えて遅延しないようにするこ
とができる。
【００３１】
混在（ＲＴ＋ＮＲＴ）サービスのためのＤＲＸ／ＤＴＸ
　ＶｏＩＰのようなＲＴサービスが最初に送信するための資源を持続的に割り当てられる
場合、移動電話３は、最初に送信するために予め割り当てられる資源を送信／受信するた
めに、一定の間の間隔で電源を入れなければならない。移動電話３に対して、ＶｏＩＰと
共にＮＲＴサービスもスケジュールされることになる場合には、ＤＲＸ／ＤＴＸパターン
を設定、構成するために２つの取り得るオプションがある。
１．ＮＲＴパケットが、２つのＶｏＩＰパケット間の複数の有音部にスケジュールされる
。このオプションが図６ａに示されており、図６ａは、隣接するＶｏＩＰパケット１０１
ｔと１０１ｔ＋１との間；１０１ｔ＋３と１０１ｔ＋４との間等に位置づけられた２つの
ＮＲＴパケット１０５－１及び１０５－２を示す。
２．ＶｏＩＰパケットの直後に、ＮＲＴパケットがスケジュールされる。このオプション
が図６ｂに示されており、図６ｂは、ＶｏＩＰパケット１０１ｔの直後に配置されたＮＲ
Ｔパケット１０５ｔ、１０５ｔ＋１を示す。
【００３２】
　第１のオプションによれば、移動電話３は、ＮＲＴパケット１０５を受信／送信するた
めに、２つのＶｏＩＰパケット１０１間の複数の短い時間間隔中に起動しなければならな
いことになる。本発明者は、これは移動電話の電池寿命に悪影響を及ぼすことになると考
える。さらに、移動電話３が複数の短い間隔中に受信／送信している場合には、ＤＲＸ／
ＤＴＸパターンの空き時間の持続時間１０７（図６ａ）が、移動電話３が周波数間／ＲＡ
Ｔ間測定を実行するには十分に長くない場合がある。そのような場合には、移動電話３が
周波数間／ＲＡＴ間測定を実行できるようにするために、基地局５は、空き時間を作り出
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すようにＤＲＸ／ＤＴＸパターンを再構成しなければならない場合があり、これは付加的
なシグナリングを必要とすることになる。
【００３３】
　第２のオプションによれば、ＶｏＩＰパケット１０１の直後にＮＲＴパケット１０５が
送信／受信され、それゆえ、移動電話３は、２つのＶｏＩＰパケット１０１間の複数の短
い間隔の間に電源を入れる必要はない。２つのＶｏＩＰパケット１０１間の複数の短い持
続時間ではなく、移動電話３は、毎回、スケジュールされる長い持続時間１０３（図６ｂ
）にわたって電源を入れることになるので、本発明者は、このオプションの方が移動電話
の電池寿命にとって良好な手法であると考える。
【００３４】
　さらに、第２のオプションによれば、ＮＲＴトラフィックのアクティビティレベルがあ
まり高くない場合には、移動電話３は既に十分な空き時間を有するはずである。この場合
、周波数間／ＲＡＴ間測定を開始／停止するシグナリング手順は、全く必要とされない場
合がある。或る特定の事象の発生時に、ＤＲＸ／ＤＴＸパターンの既に割り当てられてい
る空き時間を用いて、移動電話３は周波数間／ＲＡＴ間測定を自発的に開始／停止するこ
とができる。そのような事象に関する判定基準は、基地局のＲＲＣ層によって指定される
ことができ、その意味で、それらの測定は依然としてネットワークによって制御される。
そのような事象は、いかなる測定報告もトリガする必要はないことに留意されたい。
【００３５】
　それゆえ、本発明者は、第２のオプションの方が、空き時間制御及びＤＲＸ／ＤＴＸ制
御の問題に同時に対処するのに適していると考える。それゆえ、以下のセクションは、こ
の第２のオプションを重点的に取り扱う。
【００３６】
ＮＲＴアクティビティ増加への応答
　ＮＲＴデータの量が増加する場合には、ＤＲＸ／ＤＴＸ間隔内の「オン持続時間」１０
３も増加することになる。それゆえ、「オン持続時間」のための開始時間は一定であるの
に対して、「オン持続時間」１０３は、ＮＲＴトラフィックのアクティビティレベルが低
い場合の図７ａ及びＮＲＴトラフィックのアクティビティレベルが高い場合の図７ｂに示
されるように、トラフィックアクティビティレベルの関数として構成されることが提案さ
れる。それゆえ、オプション２によれば、ＵＥが連続受信／送信モードに移行しない限り
、周波数間／ＲＡＴ間測定を実行するために自然に存在する空き時間１０７が依然として
利用可能であるという利点がある。
【００３７】
有音期間と無音期間との間の切替
　ＶｏＩＰトラフィックが有音期間から無音期間に切り替わるとき、無音挿入記述子（Ｓ
ＩＤ）パケットを送信するために、１６０ｍｓ毎に資源が与えられる。それゆえ、ＶｏＩ
Ｐ無音期間中にＤＲＸを構成するために種々のオプションが実現可能である。これらのオ
プションのうちのいくつかが以下に列挙される。
－代替形態１：ＤＲＸ／ＤＴＸ間隔が無音期間の持続時間（すなわち、１６０ｍｓ）まで
延長され、同じ全ＴＸ／ＲＸ機会を与えるために、それに応じて「オン持続時間」を長く
する。この代替形態は図８ｂに示されており、各ＤＲＸ「オン持続時間」１０３がＶｏＩ
Ｐ　ＳＩＤパケット１０９ｔで開始し、それにＮＲＴパケット１０５ｔが続く。
－代替形態２：ＤＲＸ間隔が変化しないままであり、有音期間と比べて、「オン持続時間
」及び開始時間は同じであり、ＮＲＴトラフィックアクティビティは（有音部と無音との
間の）切替時に変わらないものと仮定する。この代替形態は図８ｃに示されており、図８
ｃは、ＶｏＩＰ　ＳＩＤパケット１０９ｔが図８ｂの場合と同じタイミングにおいて送信
されているが、ＮＲＴパケット１０５ｔは、図８ａに示される長い有音期間の場合と同じ
「オン持続時間」１０３において送信されていることを示す。図に示されるように、この
場合、ＶｏＩＰ　ＳＩＤパケットを含まないオン持続時間１０３では、移動電話３は、パ
ケットを送信／受信することなく、間隔１１０ｔにわたってオンのままである。
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－代替形態３：２つの「オン持続時間」が設定される。第１のオン持続時間は、ＶｏＩＰ
　ＳＩＤパケット及びＮＲＴパケットを送信／受信する時間であり、他方のオン持続時間
は、ＮＲＴパケットだけを送信／受信する時間である。この代替形態は図８ｄに示されて
おり、図８ｄは、２つの「オン持続時間」１０３－１及び１０３－２を示す。図から明ら
かであるように、これは、パケットを送信／受信することなく移動電話がオンのままであ
る間隔１１０ｔが存在しないことを除いて、図８ｃに示される代替形態に類似している。
送信されるＮＲＴパケット１０５の位置が変わらないままなので、２つのＤＲＸ間隔１３
０－１及び１３０－２が必要とされる。この事例は、移動電話３がＮＲＴサービス及びＶ
ｏＩＰサービスのために別々のＤＲＸ／ＤＴＸパターンを与えられ、且つ移動電話３が２
つのＤＲＸ／ＤＴＸパターンに関するブール「ＯＲ」演算を実行する事例に類似であると
見なすことができる。
【００３８】
　代替形態１が抱える問題は、ＮＲＴトラフィック１０５及びシグナリングの送信が、許
容できない１６０ｍｓの遅延を生じることになり、それゆえ、ＤＲＸ／ＤＴＸ設定のため
に考慮することができないことである。
【００３９】
　代替形態２は、ＶｏＩＰの有音期間と無音期間との間で切り替える間に、ＤＲＸ／ＤＴ
Ｘパターンを再構成する必要がないという利点を有する。ＵＬ及びＤＬの両方向において
利用可能なＮＲＴパケット１０５又はシグナリング又はＶｏＩＰパケット１０１が存在し
ない場合には、移動電話は、いかなる送信及び受信も行なうことなく、１又は２サブフレ
ームにわたって「オン」のままになる場合があるが、これは頻繁には起こらないであろう
。さらに、有音期間に戻るときも、再構成する必要はない。
【００４０】
　代替形態３は、有音部から無音持続時間に切り替わるときに、２つのＤＲＸ間隔及びオ
ン持続時間１０３を設定する（そして、移動電話３にシグナリングされる）必要があるこ
とを考慮すると、わずかに複雑になる可能性がある。
【００４１】
　これらの問題を考えて、本発明者は代替形態２を選ぶ。
【００４２】
変更形態及び代替形態
　ここで、複数の変更形態及び代替形態を説明する。上記の実施形態では、各移動電話３
にとって共通のＤＲＸ／ＤＴＸパターンが規定された。移動電話３毎に別個のＤＴＸ及び
ＤＲＸパターンを規定し、信号通知できることは当業者には理解されよう。その際、移動
電話３は、たとえば、ブール「ＯＲ」演算を実行することによって、２つのパターンを組
み合わせて、そのトランシーバ回路の省電力化を図ることができる期間を特定することが
できる。
【００４３】
　これまでの実施形態では、ＨＡＲＱとＤＲＸとの間の相互作用は考慮されず、「オン持
続時間」の終了前にＨＡＲＱ過程が終わっているものと仮定されていた。しかしながら、
「オン持続時間」の終了前にＨＡＲＱ過程が終わっていない場合には、ＤＬデータパケッ
トの送達が遅延するのを避けるために、「オン持続時間」の最小値及び最大値を用いて移
動電話３及び基地局５を設定することができ、持続時間の値を最小値から始めて少しずつ
延長することができる。それゆえ、ＤＲＸ過程とＤＬ　ＨＡＲＱ過程との間の相互作用の
観点から、これまでのセクションにおいて説明された「オン持続時間」は、最小「オン持
続時間」と呼ぶことができ、ＤＬ　ＨＡＲＱを終了できるようにするために、少しずつ延
長することができる。
【００４４】
　当業者には理解されるように、基地局５及び移動電話３の動作は、専用のハードウエア
回路によって、又はソフトウエアによって制御されるプログラム可能なコントローラによ
って制御することができる。そのソフトウエアは、製造時に与えることができるか、又は
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後の時点で、リモートサイトからソフトウエアをダウンロードした後にインストールする
ことができる。
【００４５】
　種々の他の変更形態が当業者には明らかになるはずであり、ここでは、さらに詳細には
説明しない。
【００４６】
　以下は、本発明を現在提案されている３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準規格において実施すること
ができる方法の詳細な説明である。種々の特徴が不可欠であるか、又は必要であるものと
して説明されるが、これは、たとえば、提案されている３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準規格に課せ
られる他の要件に起因して、提案されている３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準規格の場合にのみ当て
はまる場合がある。それゆえ、ここで述べることは、本発明を限定するものとは決して解
釈されるべきではない。
【００４７】
目的
　ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態において、ＵＥ電力を最大限に節約するように、且つ
サービスしているｅＮＢによって利用可能である十分なスケジューリング空き時間を有し
、それによりＵＥが測定を実行し、ネットワークがＦ間／Ｒ間ハンドオーバを行うのを支
援することができるように、ＮＲＴ及びＲＴ両方のサービスを進行中のＵＥを適当なＤＲ
Ｘパターンを用いて設定する必要がある。本明細書は、測定のための空き時間制御と共に
、混在トラフィックのためのＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤにおけるＤＲＸを記載し、いく
つかの基本原理を提案する。
【００４８】
検討
現状
　ＲＡＮ２＃５８中に、ＮＲＴサービスのＤＲＸの取り扱いに関して、いくつかの合意が
なされた。それらの合意は、これまで、ＶＯＩＰのようなＲＴサービス及び混在トラフィ
ックシナリオの場合の取り扱いを考慮していない。ＲＡＮ２＃５８において合意されたＮ
ＲＴ－ＤＲＸの取り扱いは、図９によって特徴付けることができる。
・オン持続時間
　・ＵＥは、割当ての可能性に関して、Ｌ１／Ｌ２制御チャネルをモニタすべきである。
・オフ持続時間
　・ＵＥはＬ１／Ｌ２制御チャネルをモニタする必要はない。
　・ＵＥはその受信機回路をオフにすることができる。
　・ＵＥは、必要に応じて、周波数間／ＲＡＴ間測定を実行することができる。
・ＤＲＸサイクル長
　・２つの連続したＲｘオン期間開始位置間の距離。
【００４９】
ＲＴ及び混在サービスのためのＤＲＸ
ＲＴサービス
　一般に、ＲＴサービスのための資源割当ては、「パーシステントスケジューリング」を
通じて行なわれることが合意されており、パーシステントスケジューリングでは、最初に
送信するための資源は予め割り当てられており、再送は常に、Ｌ１／Ｌ２制御シグナリン
グを用いて明示的にスケジュールされる。ＵＥは、ＵＬ／ＤＬの所定の資源を割り当てら
れるときにはいつでも、両方向のためのＬ１／Ｌ２制御シグナリングを調べて、任意の新
たな割当てが指示されるか否かを確認することが、ＲＡＮ２において一般に理解されてい
る。
【００５０】
　たとえば、ＶｏＩＰサービスの場合、図１０に示されるように、有音期間中に持続的に
割り当てられる資源は、ｅＮＢスケジューラによって、２０ｍｓだけ離れて割り当てられ
るべきである。それゆえ、ＶｏＩＰサービスの場合、ＤＲＸ間隔は２０ｍｓになるように
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構成することができ、ＵＥは「オン持続時間」及び任意の起こり得る再送中にＶｏＩＰパ
ケットを送信／受信するために電源を入れ、次の「オン持続時間」まで電源を切った状態
に戻るべきである。この「オン持続時間」中に、任意の制御シグナリングも送信されるべ
きである。これにより、ＲＲＣ／ＭＡＣシグナリングが２０ｍｓを超えて遅延しないこと
が確実になるはずである。
【００５１】
混在（ＲＴ＋ＮＲＴ）サービス
　ＶｏＩＰのようなＲＴサービスが最初に送信するための資源を持続的に割り当てられて
いる場合、ＵＥは、最初に送信するために予め割り当てられる資源を送信／受信するため
に、一定の間の間隔で電源を入れなければならなくなる。ＵＥのために、ＶｏＩＰと共に
ＮＲＴサービスもスケジュールされることになる場合には、図１１に示されるように、Ｄ
ＲＸ機構を構成するために２つの取り得るオプションがある。
１．ＮＲＴパケットが、２つのＶｏＩＰパケット間の複数の有音部においてスケジュール
される。
２．ＶｏＩＰパケットの直後に、ＮＲＴパケットがスケジュールされる。
注記：Ｙ軸はバッファ内のデータを表さない。
【００５２】
　第１のオプションでは、ＵＥは、ＮＲＴパケットを受信するために、２つのＶｏＩＰパ
ケット間の複数の短い時間間隔中に電源を入れなければならなくなる。本発明者は、これ
はＵＥ電池寿命に悪影響を及ぼすことになると考える。さらに、ＵＥが複数の短い間隔中
に受信／送信している場合には、ＤＲＸの空き時間の持続時間が、ＵＥが周波数間／ＲＡ
Ｔ間測定を実行するには十分に長くない場合がある。そのような場合に、ＵＥによってＦ
間／Ｒ間測定が実行されなければならない場合には、ｅＮＢは、空き時間を作り出すよう
にＤＲＸパターンを再構成しなければならない場合がある。これは付加的なシグナリング
を必要とすることになる。
【００５３】
　第２のオプションでは、ＶｏＩＰパケットの直後にＮＲＴパケットが送信され、それゆ
え、ＵＥは、２つのＶｏＩＰパケット間の複数の短い間隔にわたって電源を入れる必要は
ない。ＵＥが、２つのＶｏＩＰフレーム間の複数の短い持続時間ではなく、スケジュール
されるより長い持続時間にわたって電源を入れている場合の方がＵＥ電池寿命にとって良
好であると本発明者は考える。
【００５４】
　さらに、第２のオプションによれば、ＮＲＴトラフィックのアクティビティレベルがあ
まり高くない場合には、ＵＥは既に十分な空き時間を有するはずである。そのような場合
、Ｆ間／Ｒ間測定を開始／停止するシグナリング手順は、全く必要とされない場合がある
。或る特定の事象の発生時に、ＤＲＸの既に割り当てられている空き時間を用いて、ＵＥ
はＦ間／Ｒ間測定を自発的に開始／停止することができる。そのような事象に関する判定
基準はｅＮＢ　ＲＲＣによって指定されるべきであり、その意味では、それらの測定は依
然としてネットワークによって制御される。そのような事象は、いかなる測定報告もトリ
ガする必要はないことに留意されたい。
【００５５】
　それゆえ、本発明者は、第２のオプションの方が、空き時間制御及びＤＲＸ制御機構の
問題に同時に対処するのに適していると考える。それゆえ、以下のセクションは、この第
２のオプションを重点的に取り扱う。
【００５６】
ＮＲＴアクティビティ増加への応答
　ＮＲＴデータが増加する場合には、ＤＲＸ間隔内の「オン持続時間」も増加する。それ
ゆえ、本発明者は、「オン持続時間」のための開始時間を一定とし、一方、「オン持続時
間」は、図１２に示されるように、トラフィックアクティビティレベルの関数として構成
することを提案する。
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【００５７】
　オプション２によれば、ＵＥが連続受信／送信モードに移行しない限り、周波数間／Ｒ
ＡＴ間測定を実行するための自然に存在する空き時間が依然として利用可能であるという
大きな利点がある。
【００５８】
有音期間と無音期間との間の切替
　ＶｏＩＰトラフィックが有音期間から無音期間に切り替わるとき、ＤＲＸを構成するた
めに種々のオプションが実現可能である。これらのオプションのうちのいくつかが以下に
列挙されており、図１３において示される。
－代替形態１：ＤＲＸ間隔が無音バーストの持続時間（すなわち、１６０ｍｓ）まで延長
され、それに応じて「オン持続時間」も長くする。
－代替形態２：ＤＲＸ間隔が変化せず、有音期間と比べて、「オン持続時間」及び開始時
間は同じであり、ＮＲＴトラフィックアクティビティは切替時に変わらないままであると
仮定する。
－代替形態３：２つの「オン持続時間」が構成される。第１のオン持続時間は、ＶｏＩＰ
無音フレーム及びＮＲＴパケットを送信／受信する時間であり、他方のオン持続時間は、
ＮＲＴパケットだけを送信／受信する時間である。送信されるＮＲＴパケットの位置が変
わらないままなので、２つのＤＲＸ間隔が必要とされる。代替的には、この事例は、ＵＥ
がＮＲＴサービス及びＶｏＩＰサービスのために別々のパターンを与えられ、ＵＥがこれ
らのパターンに関するＯＲ演算を実行する事例に類似であると見なすことができる。
【００５９】
　代替形態１が抱える問題は、ＮＲＴトラフィック／シグナリングの送信が、許容できな
い１６０ｍｓの遅延を生じることになり、それゆえ、ＤＲＸ構成のために考慮することが
できないことである。
【００６０】
　代替形態２は、ＶｏＩＰの有音期間と無音期間との間で切り替えているときに、ＤＲＸ
を再構成する必要がないという利点を有する。ＵＬ／ＤＬの両方向において利用可能なＮ
ＲＴパケット又はシグナリング又はＶｏＩＰパケットが存在しない場合には、ＵＥは、い
かなる送信及び受信も行なうことなく、１又は２サブフレームにわたって「オン」のまま
になる場合があるが、これは頻繁には起こらないであろう。さらに、有音期間に戻るとき
も、再構成する必要はない。
【００６１】
　代替形態３は、有音部から無音持続時間に切り替わるときに、２つのＤＲＸ間隔及びオ
ン持続時間を構成する必要があるという事実を考慮すると、わずかに複雑になる可能性が
ある。
【００６２】
　これらの事実を考慮に入れて、本発明者は、無音期間のためにも、代替形態２が採用さ
れることを提案する。
【００６３】
ＤＲＸとＤＬ　ＨＡＲＱとの間の相互作用
　ＵＬデータ伝送に関連するＨＡＲＱ動作は、ＤＲＸ動作とは無関係であると結論が下さ
れている。しかしながら、ＤＬデータのＨＡＲＱ動作とＤＲＸ動作との相互作用は依然と
してさらなる研究が必要（FFS：for further study）である。
【００６４】
　これまでのセクションでは、ＨＡＲＱとＤＲＸとの間の相互作用は考慮されず、「オン
持続時間」の終了前に、ＨＡＲＱ過程が終わるものと仮定されていた。しかしながら、「
オン持続時間」の終了前に、ＨＡＲＱ過程が終わらない場合には、ＤＬデータパケットの
送達が遅延するのを避けるために、「オン持続時間」の最小値及び最大値を用いてＵＥ及
びＥＮＢを構成することができ、これらは、最小値［１］から始めて少しずつ延長するこ
とができる。
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【００６５】
　ＤＲＸ過程とＤＬ　ＨＡＲＱ過程との間の相互作用の観点から、これまでのセクション
において説明された「オン持続時間」は、最小「オン持続時間」と呼ぶことができ、ＤＬ
　ＨＡＲＱを終了できるようにするために、少しずつ延長することができる。
【００６６】
　本出願は、２００７年７月２４日に出願の英国特許出願第０７１４４４８．８号に基づ
いており、その特許出願からの優先権の利益を主張し、その特許出願の開示は参照により
その全体が本明細書に援用される。

【図１】 【図２】
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【図７ｂ】 【図８ａ】
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【図８ｂ】 【図８ｃ】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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